
別紙１　提案内容・評価項目と配点

基礎評価
の視点

加点評価の視点
基礎
配点

加点
配点

No. 提案記載事項

1 本事業の実施にあたっての基本的考え方

2 本事業の組み立ての考え方

3 プロジェクト管理体制について

4 その他自らが有益と考える事項について（任意）

5
本事業を運営していくにあたっての事業計画の考え方・
留意すべきと考えている点について

6 資金調達計画（調達方法・調達先等）について

7 その他自らが有益と考える事項について（任意）

8
本事業を運営していくにあたってのリスクの想定と回避
策・対応策について

9 その他自らが有益と考える事項について（任意）

10
早期かつ確実な新棟の稼働に向けた工程計画及びスケ
ジュール設定の考え方について

11
上記に関連して、事業者自らが提案したスケジュール及
び工程計画に関し、確実に履行するための工程管理の方
法と、想定される課題及び対応策について

12
機器の調達からクリニカルコミッショニング、治療開始
までを円滑に進めるための工夫

13 その他自らが有益と考える事項について（任意）

14
既存施設との接続方法など計画敷地内における建物配置
や内外装計画の考え方・コンセプトについて

15
患者動線（外来患者と入院患者・小児患者の動線）、医
療スタッフの動線、物流動線の考え方について

16
構内道路への影響および使用制限を最小化するための工
夫について

17 その他自らが有益と考える事項について（任意）

患者サービスを含む
建物環境の向上に資
する改修計画

既存棟改修範囲・内容の提案にあたり、
サービス向上等に資する有効な提案がな
されているか。

20 18
既存棟の改修範囲の考え方（範囲・内容・実施方法）に
ついて

19 設計業務の業務工程、品質管理方法について

20 施工業務、改修業務の業務工程、品質管理方法について

21 その他自らが有益と考える事項について（任意）

22 共通事項

23 JIS規格対応

24 ガイドライン対応

25 治療装置共通事項

26 イオン源・加速器・ビーム輸送系、ガントリー

27 制御系、呼吸同期照射

28 照射系、線量分布

29 位置決め系

30 治療計画システム

31 治療情報システム

32 QA機器

33 固定具

34 省エネルギー

35
事業期間中にわたる安定稼働を担保する有効な具体的な
方策

36
稼働率保障の設定と、事業者自らが提案した定量的な数
値を達成するための考え方及び具体的な取り組みについ
て

37 その他自らが有益と考える事項について（任意）

38
運転計画（人員配置、業務計画、業務スケジュール等）
の設定について

39 運転の柔軟性(患者数変動への対応、大学業務への協力)

本事業への取り組み姿勢

20

その医療機能が最大限発揮できる施設計
画のあり方、効率的な動線計画につい
て、専門的知見を生かした有効な提案が
なされているか。

医療サービスの向上
に資する施設計画

早期かつ確実に業務
を履行するための仕
組み

本事業の実施目的・目指す方向性等を踏
まえ、積極的かつ適切な取り組み姿勢が
示されているか。

事業の安定的継続
に向けたプロジェ
クトの管理・調整

適切な事業管理体制

確実な事業計画・資
金調達

リスク対応の適切性

事業期間中にわたり、事業の安定的な継
続に向けた、プロジェクトの管理・調整
機能の発揮について実現性の高い具体的
な提案がなされているか。

事業計画・資金調達について、確実性、
安定性の高い提案がなされているか。

事業期間中における各種環境変化を適切
に認識したうえで、想定されるリスクに
対する対応策が適切に提案されている
か。

10

10

提案内容・評価項目

大学が目指す新陽子線治療施設の機能を
満たす陽子線治療装置等の性能
（別紙２）

設計・施工段階にお
ける品質確保の工夫

診療制限を最小化し、質の高い施設整備
を実現するための業務工程や方法が提案
されているか。

20

20

20
新陽子線治療装置
の早期かつ安全な
稼働

提案工期内で確実に業務を履行するため
の仕組みについて、効果的かつ実現性の
高い方策が提案されているか。
（なお、大学が示した期限よりも大幅に
（[3]か月以上程度を想定）早くかつ、安
全・確実に稼働する提案がある場合には
加点する）

新棟整備、既存棟
改修の双方につい
て、各種条件下で
の最適な施設計画
の策定

500

要求水準
を満たす
ための基
本的能力
を有する
か。

事業期間中にわたる安定稼働を担保する
有効かつ具体的な方策や定量的数値指標
が示されているか。

30

10

170
それぞれの項目ごとの可否や程度により
配点

60

事業期間中にわた
る安定稼働と診療
制限につながる故

障の最小化

安定稼働のための工
夫・配慮

大学の円滑な業務を
支援する運転管理の

仕組み

円滑に業務を履行できるよう、有効かつ
適切な運転管理の仕組みが提案されてい
るか。



別紙１　提案内容・評価項目と配点

基礎評価
の視点

加点評価の視点
基礎
配点

加点
配点

No. 提案記載事項提案内容・評価項目

40 その他自らが有益と考える事項について（任意）

41 保守・点検計画の設定について

42
20年間のメンテナンス及び部品共有を行うための対応策
と事業者側の取り組み姿勢

43 その他自らが有益と考える事項について（任意）

44
業務計画（人員配置、業務計画、業務スケジュール等）
の設定について

45 事業終了時の引き渡し時の対応について

46 その他自らが有益と考える事項について（任意）

最新の治療技術への対応に関する有効な
支援策が提案されているか。

10 47
最新の治療技術への対応に関する支援策（入札価格内で
対応可能な範囲について具体的に示すこと）

その他付加価値の高い有効な方策が提案
されているか。

10 48 （自由提案）

500 500

新陽子線棟[仮称]が安定的に使用できる
ような有効かつ具体的な方策が提案され
ているか。

20

その他、特徴的・追加的な提案

安定稼働のための保守管理について、有
効かつ適切な方策等が提案されている
か。

事業期間中にわたる施設の安定的な使用

診療制限につながる
故障を最小化する保

守管理の仕組み
70


